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付加価値向上推進事業補助金
　白い森ロゴマークやクリエイターバンクを活用した商品パッケージのリニューアルや
広告媒体の制作など、商品やサービスの魅力向上を目指す取り組みを支援します。
■対象者　　町内に事業所を設置する個人又は企業等
■補助金額　補助対象経費の1/2、もしくは10万円のいずれか少ない額
■その他　　事業内容により補助対象とならない場合があるため、事前にお問い合わせ
　　　　　　ください。
■問合先　　産業振興課白い森ブランド戦略室（☎87-0821）へ

　

町
で
は
、
山
菜
や
き
の
こ
と
い
っ
た

白
い
森
お
ぐ
に
の
自
慢
の
食
材
を
首
都

圏
等
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
新
た
な
販
路
や

消
費
の
拡
大
に
繋
げ
よ
う
と
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
東
京
赤
坂
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
東
北
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
＆
Ｄ
ｉ
ｎ

ｉ
ｎ
ｇ
ト
レ
ジ
オ
ン
ポ
ー
ト
」
に
お
い

て
、
小
国
の
食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
、
生
産
者
と
小

国
フ
ァ
ン
が
一
同
に
会
す
る
フ
ァ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
な
ど
、
地
域
や

食
材
の
魅
力
を
ま
る
ご
と
伝
え
る
、
食

を
通
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
提
供
さ
れ
た
主
な
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
と
お
り
で
、
今

ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
食
材
の
魅

力
や
食
べ
方
の
発
見
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

〇
小
国
の
山
菜
ナ
ム
ル

〇
な
め
こ
の
ジ
ュ
レ
サ
ラ
ダ

〇
し
い
た
け
グ
ラ
タ
ン

〇
米
沢
牛
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス

〇
や
ま
が
た
地
鶏
の
タ
タ
キ

〇
雑
穀
ク
レ
ー
プ

　

今
年
も
、
10
月
14
日
㈯
か
ら
27
日
㈮

の
期
間
で
小
国
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
新

た
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
予
定
で
す
。
今
回
は
、
事
前
に
町
民

の
皆
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
提
供
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
等
を
試
食
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
ご
意
見
を
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
に
反
映

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲昨年のファンミーティングで提供された
　オリジナルメニュー

小国の食材を使ったオリジナルメニューの
町民試食会を開催します！！

《オリジナルメニュー町民試食会》

日　時　９月28日㈭　18時～

会　場　カモスク

定　員　15名（申込先着順とします）

参加費　1,000円

＊申込は産業振興課白い森ブランド

戦略室（☎87-0821）へ
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挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～
小
国
高
校
魅
力
化
通
信
㉘
～

！！

　

小
国
高
校
が
主
催
す
る
「
第
６
回

全
国
高
等
学
校
小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
」

が
７
月
27
日
㈭
、
南
陽
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
全
国
（
山
口
、
高
知
、

広
島
、
島
根
、
長
野
、
福
島
、
山
形
）

か
ら
15
校
、
１
２
７
名
の
高
校
生
が

参
加
し
、
小
規
模
校
及
び
地
域
の
課

題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
と
と
も

に
、
各
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

課
題
解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

 
サ
ミ
ッ
ト 

～
小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
～

■小国高校２年　飯田 晴基さん
　たくさんの時間をかけて準備してきたサミットで、多くの人に「楽しかった、ま
た来たい」と言ってもらうことができました。小国高生としても成長できたと思い
ますし、サミットで見つかった課題から町とか学校とかをより良いものにしていき
たいという思いが出てきたので、次はそれを実現することを目指します。

■小国高校２年　佐藤 秀亜さん
　コアメンバーとしてメインファシリテーターとして運営し、達成感もありますが、
とにかく、来てくれた人がみんな笑顔で楽しそうにしていたので、すごく嬉しいです。
ありがとうございました。

■２０２２年度小国高校地域みらい留学３６５生　一柳 帆花さん
　去年は主催者として、今回は県外生として参加しました。昨年のコアメンバーと
して活動した経験があったからこそ、招かれる側として参加した今回、みんなの活
動のありがたみを感じることができました。また、他地域の高校生の話を聞くこと
ができ、地域の活性化や地域活動に繋げられるサミットだったと思います。
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